
 

2024 年 2 月 15 日  

シンガポール経済開発庁(EDB) 

 

(抄訳)シンガポール、2023 年度における最新投資状況を発表 

企業誘致によって今後 5年間で 2万人超の雇用創出を見込む 

厳しさを増すグローバル環境下、経済競争力の強化を目指す 

 

以下は、EDBの英文レポート原文を基に一部を抄訳したものです。 

 

• 2023年の固定資産投資額、年間総事業費、雇用創出は、シンガポールに対する企業

信頼感を反映し、中長期予測を上回った。 

• 急速に変化する外部環境下において、EDBはシンガポールの競争力の強化や新たな

成長分野の構築、イノベーションの定着、多国籍企業とシンガポール企業や研究エ

コシステムとの連携を促進してゆく。 

2023年の固定資産投資額（FAI）は、中長期予測を上回る 127億シンガポールドル(以

下、SGD)（約 1兆 3,970億円）、年間総事業費で 89億 SGD（約 9,790億円）となり

ました。投資完了後は 20,045人の雇用が創出され、年間付加価値額は 267億 SGD（約

2兆 9,370億円）になると予測されます。 

事業や投資マインドに影響を与えた厳しいグローバル経営環境下におけるシンガポール

への投資の流れは、シンガポールが、事業やイノベーション、人材確保における拠点で

あり、成長するアジア地域への玄関口（ゲートウェイ）であると認められていることを

示します。 

 

2023 年度の振り返り 

半導体分野の投資は、2022年の例外的な急増後、2017年から 2021年の平均値と同レ

ベルの 127億 SGD（約 1兆 3,970億円）となりました。化学、エレクトロニクス、ヘ



 

ルスケア、航空宇宙分野のグローバル企業は、世界やアジア全域に向けたサプライチェ

ーン強化のためにシンガポールへの投資を継続しました。 

ご参考： AI や IoT技術の進歩とともに急成長中の半導体産業に力を入れるシンガポール 

(edb.gov.sg) 

投資案件の増加により、年間総事業費、雇用創出、予想付加価値は 2022年を上回りま

した。シンガポールがアジア地域の統括拠点であることから、年間総事業費 8.9億 SGD

（約 979億円）の 70％近くを統括本部部門と専門サービス部門が占めました。統括本

部部門では、東南アジアのデジタル経済の台頭と産業界全体に広がるデジタル化を反映

し、情報通信テクノロジー企業が大きく貢献しました。より多くのグローバル企業がシ

ンガポールを拠点としてアジアの成長を取り込む一方、アジア企業はシンガポールの活

気あるビジネス・エコシステムを活用して自国外への進出を図っています。 

ご参考：急成長する ASEAN 地域と不確実な時代に求められるサプライチェーンの再構築 

(edb.gov.sg)  

指標*（10億 SGD） 2022 年実績 中長期予測 2023 年実績 

固定資産投資 22.5 8.0 – 10.0 12.7 

年間総事業費 6.2 5.0 – 7.0 8.9 

新規雇用者数（人） 17,113 16,000 – 18,000 20,045 

年間付加価値 20.6 - 26.7 

*投資コミットメントは今後 5年間 

シンガポールでは、多国籍企業がシンガポールのリサーチ・エコシステムを活用して、

イノベーション創出のための価値ある研究を続けています。そのため、外資系ベンチャ

ー企業が拠点を置くようになり、研究開発とイノベーション関連の投資も前年より増加

しました。企業は製品開発のため、シンガポールのリサーチ（研究・イノベーション・

エンタープライズ）エコシステムとの提携を拡大しています。2021年以降、EDBは、

コーポレート・ベンチャー・ローンチパッド（Corporate Venture Launchpad ：CVL）

プログラムにおいて、シンガポールで新しいベンチャーコンセプトを育成する大企業

25社を支援してきました。このうち 15社は、人工知能（AI）、データサービス、気候

技術、農業技術などの分野で新規事業を立ち上げ済み、あるいは、計画中です。 

https://www.edb.gov.sg/ja/newsroom/news-library/singapore-in-the-fast-growing-semiconductor-industry-driven-by-ai-and-iot.html
https://www.edb.gov.sg/ja/newsroom/news-library/singapore-in-the-fast-growing-semiconductor-industry-driven-by-ai-and-iot.html
https://www.edb.gov.sg/ja/newsroom/news-library/asean-supply-chain-demand.html
https://www.edb.gov.sg/ja/newsroom/news-library/asean-supply-chain-demand.html


 

ご参考：シンガポール、「世界のスタートアップ・エコシステムランキング」で 18位から

8位に上昇 (edb.gov.sg)  

投資履行後に見込まれる 20,045人の雇用については、58％がサービス、26％が研究開

発・イノベーション、残りの 16％が製造業となっています。 

サービス部門の雇用は、環境のサステナビリティ、調達とサプライチェーンの強化、デ

ジタルトランスフォーメーション・自動化など事業の優先分野となり、職種は、営業／

事業開発マネージャー、財務エグゼクティブ、サプライチェーン・エグゼクティブ、カ

ーボン・スペシャリスト（エンジニア／科学者）、規制担当マネージャーなどです。 

研究開発・イノベーション部門では、最先端技術だけでなく、製品開発や商業化も含ま

れ、職種は、製品スペシャリスト、ソフトウェア・エンジニア、データ・プラットフォ

ーム・エンジニア、AI／機械学習研究者、バイオインフォマティクス・サイエンティス

トなどです。 

製造業の雇用は多岐にわたり、シンガポールが高度に自動化された先進的な製造拠点で

あることが反映されています。職種は、テストエンジニア、プロセス技術者、制御シス

テムエンジニア、レーザー／光学システムエンジニア、ネットワーク・スペシャリスト

などです。 

 

2024 年投資コミットメントゴールと注力分野 

中長期投資コミットメントは以下の通りです： 

指標*（10億 SGD） 2023 年実績 中長期予測 

固定資産投資 12.7 8.0 – 10.0 

年間総事業費 8.9 5.0 – 7.0 

新規雇用者数（人） 20,045 16,000 – 18,000 

*投資コミットメントは今後 5年間 

2024年の事業と投資の見通しは、地政学的緊張の継続や多くの国での選挙戦による政

策の不確実性、投資競争の激化、マクロ経済の不確実性により、依然として厳しくなっ

https://www.edb.gov.sg/ja/newsroom/news-library/singapore-startup-ecosystem-ranking.html
https://www.edb.gov.sg/ja/newsroom/news-library/singapore-startup-ecosystem-ranking.html


 

ています。EDBは以下の分野に注力することで、先端製造業の重要な世界の結節点と

して、また東南アジアの統括拠点として、経済競争力を高めていきます。 

既存分野の変革 

大企業と協力し、AIやデジタル化などで生産性を向上させるとともに、RIEエコシステ

ムの活用を促進します。また、持続可能な製品やソリューションを発掘、新しい気候変

動技術の試験的な導入、グリーンで持続可能なソリューションに関連した新しいベンチ

ャーの創出などにより、エネルギー・化学分野を含む産業活動の基盤をカーボンニュー

トラルに移行していきます。 

グローバル・バリューチェーンにおけるシンガポールの地位の強化 

シンガポールの地理的利便性、ロジスティクス、供給管理能力を強化し、企業がシンガ

ポールで迅速かつ円滑に事業を立ち上げられるよう引き続き支援します。 

新たな成長分野の構築とイノベーションの定着 

シンガポール企業庁や他の政府機関と協力し、潜在的な新しい成長の原動力であるグリ

ーン経済、AI、精密医療などに注力します。 

地元人材の育成 

シンガポール人が成長分野で就業できるよう企業と協働し、職業訓練やリスキリングを

継続するとともに、シンガポール人指導者のパイプラインを強化します。 

地域のエコシステムの競争力の強化 

他の政府機関と協力し、企業の再生可能エネルギーへのアクセスを支援しています。シ

ンガポール企業庁と共に、多国籍企業とシンガポールの企業（地元の大企業、中小企

業、ベンチャー企業）や研究機関とのコラボレーションを促進していきます。 

 

EDB 長官プン・チョンブーン（Png Cheong Boon）は次のように述べています。

「2023年の投資を確実にしたことにより、EDB はシンガポールに新たな機能を導入

し、経済のレジリエンスを強化し、雇用と事業機会を創出することができます。私たち

は将来に向けた事業のパイプラインを構築してきましたが、シンガポールがグローバル

企業やアジアのベンチャー企業にとって魅力的であり続けるためには、競争で優位な立

場を保つ必要があると認識しています。EDB はシンガポールの強みをさらに強化する



 

だけでなく、新たな戦略を推し進めることで、経済を成長させ、エコシステムを向上さ

せて、シンガポールでより良い雇用を創出するための新たな機会を掴めるようにしてい

きます。」 

 

レポートの詳しいデータは英語版の資料をご覧ください：EDB Year 2023 in Review | 

Singapore EDB 

ご参考：2022年におけるシンガポール最新投資状況 固定資産投資額（FAI）は前年比でほ

ぼ倍増、過去最高額を記録 (edb.gov.sg) 

(1SGD＝110円で換算) 

 

シンガポール経済開発庁（EDB）とは   

EDBは 1961年に設立された貿易産業省傘下の政府機関で、シンガポールの産業育成、投資誘

致を担っています。「外資系企業誘致のワンストップセンター」として、海外 20 カ所以上に

事務所を持ち、外国企業に投資先としてのシンガポールの情報を提供するだけでなく、世界の

経済、技術、市場動向を把握することで、シンガポールで競争力を発揮する産業や分野を育成

するための経済戦略を立案しています。日本には、東京に事務所を構え、日本企業のシンガポ

ール投資をサポートしています。  

最新のビジネスニュース及び EDBが開催するイベント情報については、是非とも EDBのニ

ュースレターをご覧ください。配信のご登録はこちら: https://go.gov.sg/edb-bridge 

 

  

＜報道関係からの問合せ先＞  

エデルマン・ジャパン株式会社  

佐藤、保里（ほり）  

TEL：03-4520-1540  

EMAIL：EDBJapanPR@edelman.com  

  

https://www.edb.gov.sg/en/about-edb/media-releases-publications/edb-year-2023-in-review.html
https://www.edb.gov.sg/en/about-edb/media-releases-publications/edb-year-2023-in-review.html
https://www.edb.gov.sg/ja/newsroom/news-library/singapore-latest-investment-fai-update-2022.html
https://www.edb.gov.sg/ja/newsroom/news-library/singapore-latest-investment-fai-update-2022.html
https://go.gov.sg/edb-bridge


 

 


